
主な研究開発の例④主な研究開発の例④（（次世代バックボーンに関する研究開発次世代バックボーンに関する研究開発 ））
ＭＩＣ

インターネットの通信量（トラヒック）の爆発的な急増等に対応できる分散型・高信頼の次世代バックボーン
（基幹中継網）の実現・強化に必要な①分散型バックボーン構築技術、②複数事業者間の品質保証技術、
③異常トラヒックの検出・制御技術に関する研究開発を実施。

平成17年度予算予定額：20.0億円（新規）

ＩＸにおけるトラヒックの伸び（月間平均値）

我が国のＩＸにおけるトラヒックの最大値（単位：Ｇ）

２００１年末 ２００２年末 ２００３年末

NSPIXP（東京＋大阪） ５．５ １３．０ １８．６

JPIX（東京） ６．５ ２０．０ ３２．０

JPNAP（東京＋大阪） ２．０ １０．６ ４０．０

合 計 １４ ４３．６ ９０．６

約３倍 約２倍

15

（Gbps）

IXのトラヒック（JPIX＋ JPNAP ＋NSPIXP ）

※ IX (Internet eXchange)：インターネット接続事業者間を相互接続する相互接続点
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(参考)英国IX （LINX）のトラヒック

・JPIX   Japan Internet eXchange
（日本インターネットエクスチェンジ株式会社が運営するIX）

・JPNAP   Japan Network Access Point 
（インターネットマルチフィード株式会社が運営するIX）

・NSPIXP  Network Service Provider Internet eXchange
Point
（WIDE Projectが運営するIX）

出典：各IXのデータを参考に作成。 なお、英国IX（LINX）については、HP等を参考に作成

※ LINX ：The London Internet Exchange
※ １日のピークトラヒックの一ヶ月の平均値
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IXのトラヒック（JPIX＋ JPNAP ＋NSPIXP ）

※ IX (Internet eXchange)：インターネット接続事業者間を相互接続する相互接続点
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（年）

現在のバックボーン(基幹中継網)現在のバックボーン(基幹中継網)
バックボーン(基幹中継網)の強化バックボーン(基幹中継網)の強化

日本のインターネット

バックボーンの強化

今後のトラヒック急増等に対応し得るバックボーンネットワーク（基幹中継網）の実現
ネットワーク基幹技術分野における技術優位性の確保、日本の国際競争力の強化


